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名。方法は、実習直前の学内オリエンテーション時と 3 週間後の実習終了時の 2 回、自作 
の自記式質問紙に回答を依頼した。実習前後の共通した質問項目は認知症の種類や症状、 
評価スケール、治療、ケア、予防などの認知症の知識とパーソンセンタードケアに基づい  
て作成した認知症に対する考えを 5 段階のリッカート尺度で測定した。なお実習後には対 
応困難な場面を質問項目として加えた。分析方法は、単純集計及び実習前後の比較のため  
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